
習志野
市

受診率向上のポイント
未受診者への受診勧奨個別通知のデザインの工夫をした。

１ 市の概要（令和6年4月1日現在、千葉県年齢別・町丁字別人口）

① 総人口 175,027人

② 65歳以上の高齢者人口 41,506人

③ 高齢化率 23.7%

令和4年度より成人歯科健康診査（40、50、60歳、妊婦）とお口の安心健康チェック（65、70、80歳）を再編成し、65、70、80
歳にも歯周疾患検診を含んだ歯科健康診査に変更した成人高齢者歯科健康診査を開始。

40・50・60歳
未受診者勧奨開始

↓

70歳未受診者
勧奨開始

↓

成人高齢者
歯科健康診査開始

↓ 習志野市 歯周病検診受診率等の年次推移  
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

(平成26年度) (平成27年度) (平成28年度) (平成29年度) (平成30年度) (令和元年度) (令和2年度) (令和3年度) (令和4年度) (令和5年度)

対象者数(人） 6,753 6,126 4,612 7,005 7,416 7,139 7,078 7,363 9,170 9,217
受診者数（人） 99 148 131 132 373 390 391 421 549 491
受診率（％） 1.5 2.4 2.8 1.9 5.0 5.5 5.5 5.7 6.0 5.3

習志野市健康支援課調べ
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習志野
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（１）事業名・対象者

成人高齢者歯科健康診査（通称ならしの歯科健診）

対象者は20、30、40、50、60、65、70、80歳。妊婦

（２）方式・実施体制・受診期間

個別検診。
市民がいつでも、どこでも受診しやすい
ようにするために「個別検診」を採用し
ている。

ア 方法

習志野市歯科医師会に委託している。
習志野市内の約80%の歯科診療所が歯科
医師会に加入しており、73の歯科診療所
が実施。市では個別通知などの案内活動
を行っている。

イ 実施体制

４月１日から翌年3月31日の1年間。
市民がいつでも受けられるようにするた
めに４月１日から翌年3月31日の1年間

ウ 受診期間

（３）市の従事者
市の常勤歯科衛生士３名

非常勤事務職員（歯科衛生士）1名

（４）庁内の検討状況
必要に応じて受診率向上を含めて課内で検討を行っている。

（５）習志野市歯科医師会との関係
年2回、歯科保健連絡協議会を開催し、受診状況、受診率に

ついて報告している。年度末には実施方法や診査結果の記入

内容の確認等、案内の送付をしている。

歯科診療所では、市が作成したポスター以外に、歯科医師会

が独自に作成したポスター・ステッカーを掲示したり、対象

年齢の患者に受診勧奨をしている。

（６）市が設置する健康づくり推進協議会等の活用
習志野市健康なまちづくり審議会で歯周疾患検診の現況を報

告している。第３期習志野市国民健康保険データヘルス計画

（習志野市特定健康診査等実施計画（第４期））に目標値等

を掲載。

２ 歯周疾患検診の概要①
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（７）案内活動ー１
（ア）個別通知

春にがん検診等のお知らせと併記して歯周疾患検診の個別通知を行う（歯周疾患検診の案内
が別葉になっていない）とともに、秋に未受診者への受診勧奨の個別通知を行う。また、
20、30歳には春の個別通知の対象外になっている者（男性）もいるので、歯周疾患
検診のみの個別通知を行う。

（イ）その他
市施設（図書館、公民館等）にポスター掲示、テレビモニター、市公式YouTube、市公式
LINEを用いている。

ア 案内の種類

（40、50、60、70歳の未受診者への受診勧奨と20、30歳の個別の場合）

（ア）種別

ア）40歳以上（40、50、60、70歳）

毎年3月、がん検診等のお知らせと併記して歯周疾患検診の個別通知を郵送（歯周疾患

検診の案内が別葉になっていない）しているが、歯周疾患検診を見落としている市民が

多いと推測されるため、9月末現在の未受診者を対象に10月下旬に受診勧奨の個別通知

を郵送。10月下旬に発送する理由は、市民が外出に適している季節であること、11月8

日の「いい歯の日」の普及啓発のためである。

イ）20、30歳

20、30歳は、「歯と口の健康週間」に合わせて5月下旬に歯周疾患検診単独の個別通知

を郵送。なお、未受診者への受診勧奨通知の送付は行っていない。
（イ）年齢による内容の違い

20、30歳と40歳以上（未受診勧奨）で個別通知の内容を変えている。

イ 個別通知

習志野
市

２ 歯周疾患検診の概要②
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（７）案内活動ー２
（ウ）通知の工夫

ア）通知の大きさ
長3封筒サイズの圧着ハガキにしている。葉書大にすると他の郵便物と紛れてしまい、
対象者が見落とす恐れがあると考えた。

イ）メッセージの工夫
①圧着ハガキの表書きは、何のお知らせかを明記している。
②圧着ハガキの裏書きは、40歳以上の場合には歯周病のリスク、恐怖の緩和、20、30歳
の場合には利益の訴求（5,000円の歯科健診が500円で受けられる）をポイントに記載
した。

③圧着ハガキの内面には、簡単な表現、多すぎない情報量、読むのに手間がかからない、
すぐに行動に移せる具体的な内容を記載。更に、40歳以上の場合には視力が落ちた人
でも見やすいように文字を大きめにしている。20、30歳は文字数を少なく、二次元
コードで動画を見られるよう工夫した。

④圧着ハガキを開けると、内面に実施歯科医療機関の一覧があり、すぐに歯科医療機関
を選択できるようにしている。

ウ）通知の工夫に従事した人
平成30年当時、広報課広報監を交えて課内の担当者で話し合って作成した。近年はナッ
ジ理論を活用している。20、30歳の通知作成にあたり、課内職員から広く意見を聴取し
た。

イ 個別通知習志野
市

２ 歯周疾患検診の概要③

（８）地域のボランティア組織などの活用
習志野市健康づくり推進員がフレイル予防のパッケージプログラム内「お口の体操」の活動時などに歯科健診受診を勧
めている。
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３ 効 果

40歳以上の未受診者の個別通知を平成30年度に開始し、通知の工夫を行った結果、受診率は平成29年度1%台から平成30年
度5%台にアップした。また、例年9月末現在の受診率が1%台に対し、未受診者勧奨をすると年度末に4～5%アップする。

習志野
市

4 問い合わせ先

習志野市健康支援課（歯科保健担当）０４７－４５１―１１５１（代表）
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・未受診者（40、50、60、70歳）への受診勧奨通知 表書き ・未受診者（40、50、60、70歳）への受診勧奨通知 中身

・未受診者（40、50、60、70歳）への受診勧奨通知 裏書き
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習志野
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・20、30歳の個別通知 表書き ・20、30歳の個別通知 中身

・20、30歳の個別通知 裏書き
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・令和6年度ポスター
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